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こ
、
み
つ
な
か
美
由
紀
、
い
た
く
ら
正

文
、
き
ま
た
昭
子
（
岡
崎
市
議
）、
大
村

よ
し
の
り
（
豊
田
市
議
）
の
各
県
議
候

補
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

県
内
の
公
立
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
率
は
35
・
７
％
に
と
ど
ま
り
、
豊

田
市
は
昨
年
開
か
れ
た
地
域
懇
談
会
で

普
通
教
室
へ
の
設
置
率
が
ゼ
ロ
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
８
年
度
予
算
で
愛
知
県
は
68

校
の
エ
ア
コ
ン
を
申
請
し
た
も
の
の
国

の
補
助
金
が
採
択
さ
れ
た
の
は
特
別
支

援
学
校
２
校
の
み
。
全
国
で
は
採
択
率

が
４
％
で
し
た
。
文
科
省
は
２
０
１
９

年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
「
本
日
ま
で

で
締
め
切
り
」
の
市
町
村
計
画
の
す
べ

て
に
応
え
ら
れ
る
額
を
要
求
し
た
い
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

本
村
議
員
は
、「
事
故
を
二
度
と
起
こ

さ
な
い
た
め
の
政
府
、
文
科
省
、
財
務

省
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。 

に
提
出
し

ま
し
た
。 

 

本
村
伸

子
衆
院
議

員
が
同
席

し
、
す
や

ま
初
美
参

院
選
挙
区

候
補
と
、

わ
し
の
恵

子
、
し
も

お
く
奈
歩

両
県
議
、

高
橋
ま
き

 

記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
愛
知
県
豊

田
市
で
先
月
17
日
、
小
学
１
年
生
の
児

童
が
熱
射
病
で
死
亡
す
る
事
故
が
起
き

る
中
で
、
党
愛
知
県
委
員
会
は
10
日
、

「
児
童
・
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
、
小

中
学
校
普
通
教
室
の
空
調
機
器
（
エ
ア

コ
ン
）
設
置
へ
の
国
庫
補
助
を
求
め
る
」

要
望
書
を
林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
あ
て

基
、
12
万
㌗
の
事
業
で
す
。
計
画
地
に
隣

接
す
る
同
市
加
太
（
か
ぶ
と
）
地
域
の
住

民
は
、「
加
太
の
自
然
を
守
る
会
」
を
結
成
、

中
止
を
求
め
る
署
名
３
４
９
２
人
分
を
亀

山
市
長
に
、
４
７
１
３
人
分
を
三
重
県
知

事
に
提
出
し
て
い
ま
す
。 

 
櫻
井
市
長
は
「
計
画
地
は
鉱
区
禁
止
区

域
、
環
境
林
の
整
備
地
域
で
あ
り
、
土
砂

災
害
の
心
配
の
あ
る
地
域
な
の
で
問
題
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
重
要
性
は
否
定
し
な
い
が
、
自
然

 

亀
山
市
の
風
力
発
電
は
、
伊
賀

市
、
津
市
に
ま
た
が
り
、
最
大
40

 

た
け
だ
良
介
参
院
議
員
と
島
津
幸
広
前

衆
院
議
員
は
９
、
10
日
、
三
重
県
亀
山
市

の
風
力
発
電
と
伊
賀
市
の
太
陽
光
発
電
の

計
画
地
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
亀

山
市
の
櫻
井
義
之
市
長
、
伊
賀
市
の
岡
本

栄
市
長
と
も
懇
談
、
住
民
か
ら
話
を
聞
き

ま
し
た
。 

 

亀
山
市
の
服
部
孝
規
、
福
沢
美
由
紀
両

市
議
、
伊
賀
市
の
百
上
真
奈
市
議
と
「
草

の
根
運
動
い
が
」
の
宮
﨑
栄
樹
市
議
が
同

行
し
ま
し
た
。 

義
援
金
届
け 

党
岐
阜
県
委 

本
村
氏
も 

 

党
岐
阜
県
委
員
会
は
13
日
、
豪
雨
災
害

被
災
者
救
援
募
金
と
し
て
中
央
委
員
会
と

県
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
を
県
内
５

市
に
届
け
ま
し
た
。
届
け
た
の
は
被
害
の
大

き
か
っ
た
関
市
、
下
呂
市
、
飛
騨
市
、
高
山

市
、
郡
上
市
。 

 

高
木
光
弘
県
書
記
長
・
参
院
選
挙
区
候
補

と
本
村
伸
子
衆
院
議
員
が
、
関
市
の
尾
関
健

治
市
長
、
下
呂
市
の
服
部
秀
洋
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
関
市
で
は
小
森
義
直
、
猿
渡
直

樹
両
市
議
、
下
呂
市
で
は
宮
川
茂
治
、
中
島

新
吾
両
市
議
が
同
行
し
ま
し
た
。 

両
市
長
か
ら
感
謝
と
と
も
に
国
に
対
す

る
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

尾
関
関
市
長
か
ら
は
、
被
災
し
た
商
工
業

者
に
対
す
る
国
の
直
接
支
援
の
要
望
が
あ

り
、
服
部
下
呂
市
長
か
ら
は
、
浸
水
し
た
金

山
地
区
上
流
の
２
つ
の
ダ
ム
の
管
理
が
、
そ

れ
ぞ
れ
電
力
会
社
と
水
資
源
機
構
と
な
っ

て
お
り
、
両
者
の
連
携
に
関
す
る
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
が
復

旧
し
た
後
も
観
光
客
が
減
り
、
影
響
を
受
け

て
い
る
た
め
、
観
光
振
興
へ
の
支
援
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
関市（上）、下呂市（下）

両市長に義援金を渡す 

を
犠
牲
に
し
て
ま
で
つ
く
る
今
回
の
風
力

発
電
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
対
応
を
と
る

べ
き
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

守
る
会
の
小
林
弘
典
副
会
長
は
「
小
学

校
か
ら
１
・
９
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
建
設
さ

れ
る
。
住
民
の
思
い
を
何
も
考
え
て
い
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

た
け
だ
議
員
は
「
環
境
ア
セ
ス
法
改
正

な
ど
、
住
民
合
意
の
な
い
事
業
は
や
め
さ

せ
る
よ
う
に
国
会
で
頑
張
っ
て
い
く
」
と

語
り
ま
し
た
。 

◆ 

 

伊
賀
市
の
太
陽
光
発
電
は
、
隣
の
京
都

府
南
山
城
村
に
ま
た
が
る
80
㌶
（
三
重
県

側
は
７
㌶
）
で
37
・
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
事

業
で
す
。 

 

住
民
と
の
懇
談
会
で
は
南
山
城
村
か
ら

も
６
人
が
参
加
。「
貴
重
な
動
植
物
の
い
る

場
所
」「
砂
防
指
定
地
で
新
た
な
災
害
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
の
不
安

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 


